
　
手
持
ち
工
事
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
「
２
０
１
４
年
問
題
」
が
造
船
業
界
に
暗
雲
を
も

た
ら
し
た
が
、
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
円
高
是
正
、
世

界
経
済
の
回
復
基
調
が
追
い
風
と
な
り
、
新
造
船
の
受
注
は
増
加
。
政
府
は
海
洋
産

業
を
強
化
し
よ
う
と
、
海
洋
構
造
物
建
造
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
。
「
海
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
」
で
あ
る
海
の
日
に
ち
な
み
、
日
本
の
造

船
、
海
洋
産
業
の
動
向
を
取
り
上
げ
る
。

日
本
の
造
船
、
海
洋
産
業
の
動
向

造
船
技
術
を
活
用
海
洋
浮
体
設
備
事
業
に
力

７月日は海の日
エ
コ
シ
ッ
プ
に
脚
光
新
造
船
、
受
注
増
狙
う

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月１８日 金曜日 　　

　
政
府
が
輸
出
産
業
の
競
争

力
強
化
に
注
力
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
２
０
１
４
、

年
の
海
運
市
況
の
回
復
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
世
界

経
済
の
回
復
基
調
と
相
ま
っ

て
、
国
内
外
で
荷
動
き
の
活

発
化
を
見
越
し
た
新
造
船
の

受
注
が
増
加
。

年
は
世
界

全
体
で
１
億
総

規
模
の
新

造
船
が
受
注
さ
れ
た
。
受
注

の
急
激
な
増
加
は
２
、
３
年

後
の
竣
工
時
に
受
注
の
バ

し
ゅ
ん
こ
う

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
の
大
幅
な
受
注
減
少
が

影
響
し
た
「
２
０
１
４
年
問

題
」
の
よ
う
な
危
う
さ
を
は

ら
む
。

　
原
油
価
格
の
変
動
が
予
測

で
き
な
い
中
で
、
燃
費
が
良

い
日
本
船
の
特
徴
が
生
か
さ

れ
る
。
ま
た
、

年
に
は
海

洋
汚
染
防
止
条
約

Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ｏ
Ｌ
条
約

の
一
部
改
正

が
採
択
さ
れ
、
建
造
契
約
年

が

年
の
新
造
船
か
ら
段
階

的
に
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
の
効
率
改
善
が

要
求
さ
れ
る
。
環
境
負
荷
を

低
減
し
た
日
本
の
エ
コ
シ
ッ

プ
へ
の
評
価
が
高
ま
っ
て
き

て
お
り
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　
政
府
は
海
洋
構
造
物
建
造

の
世
界
需
要
が

年
に

兆

８
０
０
０
億
円
に
な
る
と
予

測
。
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ

て
き
た
造
船
技
術
を
生
か

し
、
浮
体
式
海
洋
石
油
・
ガ

ス
生
産
貯
蔵
積
出
設
備

Ｆ

Ｐ
Ｓ
Ｏ

の
市
場
獲
得
を
狙

う
。
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
の
世
界
シ
ェ

ア
を
握
る
の
は
韓
国
勢
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
政
府
が
主
導
と
な
っ
て

受
注
を
獲
得
し
、
産
官
で
挑

む
動
き
に
あ
る
。

　
Ｊ
―
Ｄ
ｅ
Ｅ
Ｐ
技
術
研
究

組
合
は
造
船
、
海
洋
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
海
運
の
企
業

・
機
関
が
連
携
し
、
海
洋
石

油
・
ガ
ス
開
発
市
場
で
活
躍

す
る
技
術
・
人
材
の
研
さ
ん

・
育
成
を
目
指
す
。
具
体
的

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
海
域
に
点
在

す
る
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
や
リ
グ
の
洋

上
施
設
群
に
、
陸
上
基
地
か

ら
人
員
・
物
資
を
効
率
的
に

輸
送
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
ハ
ブ
方
式
の
開
発
だ
。

　
国
内
造
船
企
業
が
Ｆ
Ｐ
Ｓ

Ｏ
事
業
に
力
を
入
れ
始
め
、

関
連
す
る
企
業
へ
も
そ
の
動

き
は
波
及
し
て
い
る
。
電
線

・
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
の
古

河
電
工
産
業
電
線
は
国
内
外

の
造
船
企
業
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
増
え
、

年
４
月
に
海

洋
事
業
に
特
化
し
た
マ
リ
ン

チ
ー
ム
を
発
足
し
た
。
廣
瀬

覚
技
術
開
発
本
部
技
術
部
補

佐
兼
マ
リ
ン
チ
ー
ム
担
当
は

「
国
内
の
造
船
企
業
が
Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｏ
に
シ
フ
ト
し
、
我
々
も

重
視
す
る
。
日
本
語
で
の
対

応
の
素
早
さ
、
営
業
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
み

に
国
内
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
」
と
先
行
す
る
他
国
と

の
差
別
化
を
図
る
。

　
政
府
は
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
の
実
績

を
積
み
、
い
ず
れ
は
日
本
周

辺
海
域
に
分
布
す
る
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開
発
へ
と
発

展
さ
せ
た
い
考
え
。
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
日
本
海
域

に
相
当
量
の
分
布
が
見
込
ま

れ
、
将
来
の
天
然
ガ
ス
資
源

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
海
洋
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
現
が
引
き
起
こ

す
国
内
産
業
の
成
長
に
向

け
、
産
官
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
。


